
佐賀県産業労働部企業立地課
　  0120-218-385
　  kigyouricchi@pref.saga.lg.jp
佐賀県 首都圏事務所
　 03-5212-9199
［Webサイト］
http://saga.kigyouricchi.jp/

お問い合わせ

「Re:サガミーティング」は、佐賀の魅力を語り合う立食
式の交流イベントです。“佐賀が気になる”皆さんのご
参加を、お待ちしています!（事前申込制）

名古屋 11 12
土17:00～19:00

Ｒｅ：サガミーティング

12 10
土17:00～19:00

サガミーティング 検索

佐賀県は「共進化」している

　2008年に経済産業省の企業立地促進に関する
ワーキンググループで座長を務めたのですが、私は
その時に佐賀県の「パーマネントスタッフ制度」を高
く評価していました。実はどの自治体でも、企業の窓
口となる担当者が異動で代わることが課題とされて
います。担当者が変わっても対応しやすい「工場カ
ルテ」という仕組みを整えている自治体もあります
が、佐賀県は人材を生かすことでこの課題を解決し
ています。2004年の制度創設以降、今や利用企業
が73社あるというのは活用されている証しですね。
　この30年で産業の世界は大きく変わり、工場の
あり方が見直されていますが、そんな現状で私が提
唱しているのが「共進化」です。これは自治体や地域
と、その地にある企業・工場とが互いに影響を受け
て進化することを指しています。企業に対してさまざ
まな優遇策を講じたうえで、「パーマネントスタッフ
制度」などのように知事が言う「寄り添う心」を持つ
というのは、「共進化」にとても通じています。

大阪

佐賀県独自制度!「佐賀県企業立地促進特区」
特区指定市町に進出時はさらに手厚い優遇策

「佐賀県工場等立地促進補助金」
特区加算（補助金2倍！）

佐賀県の半数以上の
11市町が「特区」指定

定員:80名
場所:ヒルトン名古屋

定員:150名
場所:ANAクラウンプラザ

ホテル大阪

〈参加者募集中〉

東京大学大学院
総合文化研究科教授
松原 宏

基山町基山町

佐賀市佐賀市 神埼市神埼市 みやき町みやき町

唐津市唐津市

多久市多久市
小城市小城市

吉野ヶ里町吉野ヶ里町

武雄市武雄市

鹿島市鹿島市

有田町有田町

1

県の法人事業税
５免５減※2

県の不動産
取得税免除2

市町の固定資産税
５免５減以上※3

（選択制※1）

（選択制※1）

※1 ①または②の選択制
※2 5年間の課税免除、続く5年間の課税1/2免除
※3 支援の内容は市町によって異なります

市町の
各種補助金3

度
50
億
円
、
事
務
系
企
業
の
場
合
、
最

高
限
度
１
億
円
と
い
う
手
厚
さ
で
あ
る
。

全
事
業
共
通
の
雇
用
促
進
奨
励
金
は
、

一
人
あ
た
り
最
高
百
万
円
の
奨
励
金
が

受
け
ら
れ
、
し
か
も
限
度
額
が
な
い
。

「
本
社
機
能
誘
致
」
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
県
は
今
年
３
月
に
政
府
か
ら「
地

域
再
生
計
画
」
の
認
定
を
受
け
、
税
制

優
遇
制
度
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

４
月
に
は
独
自
の
支
援
策
と
し
て
「
佐

賀
県
本
社
機
能
移
転
等
促
進
補
助
金
」

を
創
設
し
た
。
製
造
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
対
象
事
業
が
県
外

か
ら
本
社
機
能
を
移
転
す
る
場
合
、
社

屋
等
の
取
得
に
最
高
１
億
円
の
ほ

か
、
オ
フ
ィ
ス
賃
料
を
３
年
間
で

最
高
６
千
万
円
。
さ
ら
に
東
京

等
の
本
社
へ
出
張
す
る
費
用
を
３

年
間
上
限
な
し
で
補
助
す
る
。
ま

た
、
地
元
で
５
人
以
上
雇
用
す

れ
ば
、
一
人
あ
た
り
百
万
円
、
配

置
転
換
で
も
同
50
万
円
を
限
度
額
な
し

で
支
給
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
佐
賀
県
で
は
、
企
業
誘

致
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
市
町
を
「
特

区
」
と
し
て
指
定
し
、
県
と
市
町
が
一

体
と
な
っ
て
企
業
を
支
援
す
る
独
自
の

制
度
も
設
け
て
い
る
。
現
在
、
特
区
に

指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
全
20
市
町
中
11

市
町
。
県
の
担
当
者
は
「
全
市
町
が
特

区
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。「
優
遇
策
」や「
支
援
」

と
い
う
と
金
額
ば
か
り
に
注
目
し
て
し

ま
う
が
、
山
口
知
事
は
こ
う
も
言
う
。

「
補
助
金
な
ど
の
額
や
規
模
だ
け
で

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
い
ち
ば
ん
自
慢

し
た
い
の
は
、
企
業
に
寄
り
添
う
〝
心
〞

で
す
。
自
治
省
（
現
総
務
省
）
に
勤
務

し
て
い
た
時
、『
誘
致
の
時
は
大
事
に
さ

れ
た
け
れ
ど
、
い
ざ
立
地
し
た
後
は
も

う
冷
た
い
も
ん
で
す
よ
』
と
い
う
企
業

ず
っ
と
そ
の
企
業
の
窓
口
役
を
兼
務
す
る

仕
組
み
が
あ
る
の
だ
。
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
い
る
企
業
は
現
在
73
社
に
の
ぼ

る
と
い
う
。「
顔
な
じ
み
だ
か
ら
連
絡
し

や
す
い
し
、
う
ち
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
か
ら
、相
談
し
や
す
い
」
と
好
評
だ
。

抜
群
の
交
通
ア
ク
セ
ス

福
岡
に
も
近
接

山
口
知
事
が
冒
頭
で
言
及
し
た
、
交

通
の
便
、
住
み
や
す
さ
も
見
て
い
こ
う
。

空
へ
の
玄
関
口
と
な
る
九
州
佐
賀
国
際

空
港
は
佐
賀
駅
か
ら
車
で
30
分
と
市
街

地
に
も
近
く
、
羽
田
便
も
１
日
５
往
復

と
本
数
も
十
分
。
そ
れ
で
い
て
、
隣
県

に
あ
る
福
岡
空
港
、
長
崎
空
港
も
佐
賀

市
か
ら
車
で
約
１
時
間
と
い
う
立
地
は

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
考
え
る
う
え
で
は
プ
ラ
ス
に

「
も
ち
ろ
ん
、
立
地
企
業
に
対
す
る
優

遇
策
や
支
援
の
手
厚
さ
も
企
業
に
は
魅

力
的
に
映
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
優
遇

策
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
か
ら

ね
」佐

賀
県
で
は
、
事
業
内
容
に
応
じ
た

企
業
立
地
補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

大
き
く
は
「
製
造
業
」「
物
流
業
」「
事

務
系
企
業
」
の
三
つ
に
分
か
れ
、
投
資

に
対
す
る
立
地
促
進
奨
励
金
と
雇
用
に

対
す
る
奨
励
金
の
２
本
建
て
メ
ニ
ュ
ー

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
注
目
な
の
は
、
投

資
に
対
す
る
補
助
金
で
、
製
造
工
場
等

の
新
設
の
場
合
、
最
大
36
％
・
最
高
限

き
め
細
か
な
支
援
策

担
当
者
が
継
続
フ
ォ
ロ
ー

今
年
６
月
、
佐
賀
県
武
雄
市
の
工
業

団
地
に
軸
受
製
造
最
大
手
の
大
同
メ
タ

ル
工
業
の
バ
イ
メ
タ
ル
製
造
工
場
が
完

成
し
、
操
業
を
開
始
し
た
。
10
月
に
は

佐
賀
市
内
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
佐
賀
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
佐
賀
）

が
開
設
さ
れ
た
。

こ
の
１
、２
年
、
佐
賀
県
に
注
目
す
る

企
業
が
増
え
、「
問
い
合
わ
せ
は
相
当
増

え
て
い
ま
す
」（
県
担
当
者
）
と
い
う
状

態
だ
。
な
ぜ
、
今
、
佐
賀
な
の
か
。

「
何
よ
り
も
交
通
の
便
が
良
い
し
、
住

み
や
す
さ
も
抜
群
だ
し
、
県
民
性
は
ま

じ
め
で
実
直
。
佐
賀
に
は
企
業
が
来
た

く
な
る
理
由
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す

よ
」こ

う
自
信
た
っ
ぷ
り
に
語
る
の
は
山
口

祥
義
佐
賀
県
知
事
だ
。
知
事
が
続
け
る
。

な
る
。
ま
た
、
佐
賀
県
の
東
に
位
置
す

る
鳥
栖
Ｊ
Ｃ
Ｔ
は
九
州
の
ク
ロ
ス
ポ
イ

ン
ト
と
言
わ
れ
、
九
州
の
ど
こ
へ
行
く
に

も
便
利
だ
。
さ
ら
に
、
伊
万
里
、
唐
津

と
二
つ
の
重
要
港
湾
を
抱
え
、
ア
ジ
ア
へ

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
も
し
や
す
い
。
陸
海

空
、
す
べ
て
の
ア
ク
セ
ス
に
佐
賀
県
は
優

位
性
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。

住
み
や
す
さ
は
、
東
洋
経
済
新
報
社

『
都
市
デ
ー
タ
パ
ッ
ク
』
が
行
っ
た
「
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
６
※
１
」
九

州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
３
位
鳥
栖
市
、

８
位
小
城
市
、
11
位
神
埼
市
、
14
位
武

雄
市
、
15
位
佐
賀
市
と
、
ト
ッ
プ
20
に
佐

賀
県
の
５
つ
の
都
市
が
入
っ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
延
長
保
育
実
施
率
全
国

１
位
※
２
、
10
万
人
あ
た
り
一
般
病
院
数

全
国
５
位
※
３
と
住
み
よ
さ
を
示
す
デ
ー

タ
も
あ
る
。
そ
し
て
九
州
の
中
心
都
市
、

博
多
ま
で
佐
賀
駅
か
ら
特
急
で
約
35
分
。

地
域
の
住
み
や
す
さ
に
加
え
、
都
市
へ
も

気
軽
に
行
け
る
距
離
と
い
う
の
は
、
実
は

佐
賀
の
大
き
な
魅
力
で
も
あ
る
。

「
誘
致
し
た
企
業
が
定
着
す
る
こ
と
に

は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

へ
の
支
援
は
惜
し
み
ま
せ
ん
」（
山
口
知

事
）佐

賀
に
注
目
が
集
ま
る
の
は
、
か
つ
て

か
ら
あ
っ
た
ア
ク
セ
ス
の
強
み
な
ど
に
、

県
の
施
策
と
山
口
知
事
の
発
信
力
が
加

わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
佐
賀
の
「
再

発
見
」
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

の
声
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

誘
致
し
た
企
業
と
県
が
『
一
緒
に
発
展

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
の
が
基

本
的
ス
タ
ン
ス
で
す
か
ら
、
立
地
し
た

後
も
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

立
地
し
た
か
ら
終
わ
り
で
は
な
く
、
立

地
し
て
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
な
ん

で
す
」

そ
う
し
た
県
の
姿
勢
を
よ
く
表
し
て

い
る
の
が
「
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
制

度
」
だ
。
ど
の
自
治
体
で
も
、
職
員
は

定
期
的
に
異
動
す
る
の
が
通
例
。
そ
の

た
め
誘
致
を
担
当
し
た
職
員
が
、
企
業

の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、
ニ
ー
ズ
を
し
っ

か
り
把
握
し
た
こ
ろ
に
異
動
に
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
起
こ
る
。

そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
佐
賀
県
に

は
企
業
が
希
望
す
れ
ば
、
誘
致
を
担
当

し
た
職
員
が
他
部
署
に
異
動
し
た
後
も

※1　｢住みよさランキング｣とは、公的統計をもとに、813都市（全国790市と東京23区）を「安心度」、「利
便度」、「快適度」、「富裕度」、「住居水準充実度」の五つの観点に分類し、採用15指標をポイント化、
ランキングしたもの

※2　厚生労働省、2013年度
※3　厚生労働省医療施設調査、2014年10月

制作・東洋経済企画広告制作チーム

【
「
佐
賀
に
来
て
く
だ
さ
い
」
で
は
な
く
「
佐
賀
と
一
緒
に
発
展
し
ま
し
ょ
う
」
】

「
立
地
し
て
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
」

そ
れ
が
佐
賀
流
の
企
業
誘
致

佐
賀
県
が
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
質
量
と
も
に
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
う
立
地
企
業
に
対
す
る
優
遇
策
だ
。

だ
が
、
山
口
知
事
が
力
を
込
め
る
の
は
、「
来
て
い
た
だ
い
た
企
業
へ
の
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
」。

立
地
し
て
か
ら
の「
寄
り
添
う
心
」こ
そ
が
、
佐
賀
県
が
持
つ
唯
一
無
二
の
企
業
誘
致
策
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

〈
佐
賀
県
〉

佐賀県知事
山
やま
口
ぐち
 祥
よし
義
のり


